
社会科
社会科の定着状況

具体的な課題

　
課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

  ４・５・６年生ともに、総合の正答率６９％を超え、目標値を上回っている。
４・６年生は、分類の基礎・活用ともに、全国の平均正答率を大きく上回っているが５年生は、基礎・活用
の数値を下回った。今後、５年生の基礎・活用の定着に、まだ不十分な部分があることや、しっかりと学習
が定着している部分の二極化が見られた。今後、この二極化を改善するための方策を盛り込んでいく必
要がある。

○４年生は「安全を守る働き」、「市の様子の移り変わり」において、資料から考え、必要な情報を活用す
る能力が弱い。
○５年生は「生活環境を支える活動」「自然災害からくらしを守る活動」において、基礎的知識が不十分で
あることと、思考力に課題が見られる。
○６年生は「工業生産」「国土の自然環境と国民生活」においては、自分で考え、正しい解答を判断し短く
解答をまとめて記述することに課題が見られる。

○体験活動の不足による知識・技能の未定着
　基礎的・基本的な学習の知識理解には、定
着が見られる。しかし、実生活の中で、生きて
働く知識を習得することが、まだ十分ではな
い。今後も、体験活動から知識につながるよう
にしたい。

○資料活用から文章化へ
　思考・判断・表現で、提示された資料から必
要な情報を読み取り、問題に正対して自分の
考えをまとめること。一方では、自分の考えを
もち、その内容を明確に記述する。その二つ
が課題である。昨年度に引き続き、まとめた答
えを文章化していく力も不十分であると思われ
る。

○興味・関心の低下
　児童が自分で考えたり友達と話し合ったりし
ながら、主体性をもって問題や疑問を解決し
ていく機会や時間の確保が不十分である。

○実生活の中で生きて働く知識の習得
　実生活の中で生きて働く知識を習得するためには、社会
的事象に結び付けて、知識を理解することが必要。
　体験活動が難しい学習においてもタブレット操作や映像
等の効果的な活用を十分に行う。
　単元の中で、適切な時期に問題演習の時間を設け、知
識の定着を図るとともに、資料から必要な情報を読み取る
学習に取り組む機会を増やす。
　

○自分の言葉で考えをまとめる力の育成
　資料活用の技能の育成や資料を読み取り自分の考えを
表現する力を育成する。自分の考えを説明させるだけで
なく、授業の中で結論を問うなど、根拠となるものを明確
に示しながら、文章化させる活動を意図的・計画的に取り
入れていく。

○主体性を育成するための話し方や学び方の機会の設
定
　授業時間の他、家庭学習などを活用し、自分の調べた
いことを調べられる時間を多く設ける。また、学校図書館
やタブレットの活用方法を指導し、活用して調べられる機
会を多く設ける。

知識・技能の観点で７５％を上回るように授業改善を行う。


